
あ さ ひ コ ミ ュ ニ テ ィ だ よ り 令 和 ４ 年 ９ 月 １ 日 発 行

第
47
回
定
期
総
会

自 治 会 名 会　　 長 世帯数

駅 東 二 丁 目 大塚　　学 550

駅 東 澤口　茂利 1014

駅 南 町 覚本　　徹 653

天神町（神山）新井　　隆 78

旭 町 東 今野　政春 889

旭 町 西 長谷川　一 537

旭 町 南 大塚　　稔 1759

緑 町 寺本　孝雄 304

稲 荷 町 伏木　耕作 242

大 聖 寺 佐藤　義数 515

南 城 南 中村　達彦 62

城 南 F P 山本　耕也 95

通 宿 東 三浦　淳三 964

末 広 町 田中　春水 132

三 峯 町 嶋田　積男 100

15自治会の合計 7,894

	  参　考 �
あさひコミュニティ推進協議会は現在
次の15の自治会で構成されています

（2022年5月20日現在）

近隣自治会の新たな参加を
お 待 ち し て お り ま す

　

今
年
の
４
月
よ
り
駅
東
通
り
２
丁
目
自

治
会
会
長
に
な
り
ま
し
た
大
塚
学
で
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
こ
こ
小
山
で
す
。
本
自

治
会
は
間
も
な
く
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

加
入
世
帯
数
は
５
５
０
世
帯
と
ジ
リ
貧
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
自
治
会
内
に
目
を
向
け
る
と
核

の
一
つ
で
あ
っ
た「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
」

が
店
舗
を
閉
め
て
か
ら
久
し
く
寂
し
か
っ

た
駅
東
口
周
辺
で
し
た
が
、「
ジ
ョ
イ
ホ

ン
＆
ジ
ャ
パ
ン
ミ
ー
ト
」
が
、
こ
の
４
月

よ
り
同
所
に
開
店
し
て
、
賑
わ
い
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・

ア
パ
ー
ト
世
帯
等
が
更
に
増
加
し
て
い
く

傾
向
で
す
。
自
治
会
活
動
は
、
夏
祭
り
や

納
涼
会
、
町
内
運
動
会
、
中
央
第
１
・
２

支
部
合
同
体
育
大
会
参
加
、
年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
い
る
駅
東
口
広
場
を
含
む
町
内

定
期
清
掃
、
地
区
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
、
諸
先
輩
方
が
進
め
て
き
た
活
動
内
容

を
踏
襲
し
な
が
ら
、
自
治
会
員
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
子
供
の
義
務

教
育
を
終
え
る
と
自
治
会
を
退
会
す
る
世

帯
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
歯
止
め
や
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
の
見
守
り
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
な
お
、
自
治
会

地
区
内
の
駅
東
公
園
は
駅
東
地
区
土
地
区

画
整
備
事
業
完
成
後
、
54
年
が
経
過
し
公

園
内
施
設
は
何
度
か
改
修
さ
れ
て
き
ま
し

　

議
事
に
先
立
ち
、
あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
澤
口
会
長
か
ら
次
の
様
な

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

最
近
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
も
一
定
の
数

値
に
落
ち
着
き
始
め
て
お
り
、
ひ
と
安
心

し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
の
総
会
は

出
席
人
数
を
絞
り
、
３
年
ぶ
り
の
対
面
開

催
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
あ
さ
ひ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
が
、
城
南
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
委
託
管
理
業
務
９
年
間

の
実
績
を
評
価
さ
れ
３
回
目
の
県
知
事
表

彰
を
受
け
、
県
内
で
も
例
の
無
い
名
誉
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
前
事
務
局
長
の
山

口
寬
昌
氏
が
長
年
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

へ
の
貢
献
に
よ
り
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真

別
掲
）

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
協
議
会
員
皆
様
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
と
セ
ン
タ
ー
職
員
の
協
力
の

賜
物
だ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の

発
展
に
尽
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊　

議
事
概
要

　

議
長
に
長
谷
川
理
事
を
選
出
の
後
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
を
承
認
し
、

本
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
を
採
択
す
る

と
と
も
に
本
年
度
の
役
員
が
承
認
さ
れ

た
。

　

本
年
度
の
役
員
は
左
記
の
通
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　

（
＊
は
新
任
を
◦
は
異
動
を
示
す
）

会　

長　
　
　
　

澤
口　

茂
利（
駅　

東
）

副
会
長　
　
　
　

今
野　

政
春（
旭
町
東
）

副
会
長　
　
　
　

伏
木　

耕
作（
稲
荷
町
）

副
会
長　
　
　

◦
大
塚　

稔　

（
旭
町
南
）

監　

事　
　
　
　

覚
本　

徹　

（
駅
南
町
）

　

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
総
会
が
、
５
月
15
日
浅
野
正
富
小
山
市
長
代
理

古
川
市
民
生
活
部
長
と
篠
崎
小
山
警
察
署
城
南
交
番
所
長
を
お
迎
え
し
て
、
小
山
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
で
開
催
さ
れ
た
。

新
任
自
治
会
長
挨
拶

新
自
治
会
長

大
塚
　
学

駅
東
通
り
二
丁
目
自
治
会

た
が
、
遊
具
な
ど
老
朽
化
が
著
し
く
、
よ

り
良
い
生
活
環
境
を
目
指
し
自
治
会
会
員

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
小
さ
な
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
集
ま
れ
る
場
所

を
目
指
し
、
市
関
係
へ
の
改
修
提
案
を
進

め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
随
時
更
新
を
行
い
、
安

心
・
安
全
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
新
役
員
と
共
に
諸
活
動
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
行
く
と
共
に
、
よ
り
会

員
相
互
の
親
交
融
和
に
努
め
、
皆
様
の
協

力
を
得
な
が
ら
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し

明
る
く
住
み
よ
い
街
作
り
に
向
か
っ
て
自

治
会
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

城
南
Ｆ
Ｐ
自
治
会
は
２
０
０
１
年
に
発

足
し
、
今
年
で
21
年
に
な
り
ま
す
。
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
保
有
地
を
宅
地
開
発
し
て
分
譲
し
た
、
自

然
豊
か
な
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
世
帯
数
は
95
世
帯
で
、
１
班
あ
た

り
13
〜
20
世
帯
の
全
６
班
構
成
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

役
員
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
各
班
１
名
ず

つ
６
名
の
班
長
を
選
出
し
、
こ
の
中
か
ら
次

年
度
各
役
員
（
会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
会

計
監
査
２
名
）
を
選
出
し
ま
す
。
毎
年
立
候

補
す
る
方
が
い
な
い
為
、
く
じ
引
き
に
て
選

出
し
て
お
り
ま
す
。
く
じ
運
が
い
い
の
か
悪

い
の
か
、
私
は
今
ま
で
役
員
に
な
っ
た
事
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
晴
れ
て
？
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
の
活
動
と
し
て
は
、
過
去
に
も
こ

れ
と
い
っ
た
行
事
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
治
会
員
が
不
便
な
く
生
活
で
き
る

よ
う
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
城
南
Ｆ
Ｐ
が
住
宅
地
と
し
て
開

発
さ
れ
た
初
期
に
引
越
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
転
勤
で
数
年
間
不
在
と
す
る
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、
引
越
し
当
時
妻
の
お
腹
に

い
た
息
子
と
同
じ
く
、
今
年
で
21
年
に
な

り
ま
す
。
当
初
は
ま
だ
空
地
が
多
く
、
そ
こ

で
子
ど
も
と
一
緒
に
、
ア
マ
ガ
エ
ル
や
バ
ッ
タ

を
取
り
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
数
年
の

内
に
空
き
地
が
住
宅
で
埋
ま
り
、
多
く
の
子

ど
も
達
の
元
気
な
声
が
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
は
、
そ
の
子
た
ち
も
成
人
し
た

り
独
立
し
た
り
し
て
、
子
ど
も
の
数
も
ず
い

ぶ
ん
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
毎
年
の
自
治
会
長

改
選
で
、
各
方
面
に
お
手
数
を
お
掛
け
す
る

こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
く
じ

新
自
治
会
長

山
本
　
耕
也

城
南
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
自
治
会

を
引
か
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
貴
重
な
経

験
、
ま
た
、
地
元
出
身
で
は
な
い
私
が
い
ろ

い
ろ
な
方
と
関
わ
れ
る
機
会
と
し
て
、
他
の

役
員
の
方
と
協
力
し
な
が
ら
務
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

監　

事　
　
　

◦
三
浦　

淳
三（
通
宿
東
）

理　

事　
　
　

＊
大
塚　

学　

（
駅
東
二
）

理　

事　
　
　
　

新
井　

隆　

（
天
神
町
）

理　

事　
　
　
　

長
谷
川　

一（
旭
町
西
）

理　

事　
　
　
　

寺
本　

孝
雄（
緑　

町
）

理　

事　
　
　
　

佐
藤　

義
数（
大
聖
寺
）

理　

事　
　
　
　

中
村　

達
彦（
南
城
南
）

理　

事　
　
　

＊
山
本　

耕
也（
城
南
Ｆ
Ｐ
）

理　

事　
　
　
　

田
中　

春
水（
末
広
町
）

理　

事　
　
　
　

嶋
田　

積
男（
三　

峯
）

各
部
部
長
・
副
部
長
・
事
務
局
は
左
記
の

通
り

総
務
部
会

　
　

部　

長　

◦
廣
澤　

克
則（
駅　

東
）

　
　

副
部
長　

◦
滝
沢　

洋
子（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

藤
田　

里
美（
通
宿
東
）

体
育
社
会
部
会

　
　

部　

長　
　

江
原　

輝
雄（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

智
田　

信
夫（
旭
町
南
）

　
　

副
部
長　
　

小
堀　

行
則（
天
神
町
）

教
養
文
化
部
会

　
　

部　

長　
　

田
中　

瑞
恵（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

望
月　

幸
子（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

関　

比
佐
江（
旭
町
南
）

生
活
環
境
部
会

　
　

部　

長　
　

渡
辺
久
美
子（
駅　

東
）

　
　

副
部
長　
　

栗
林　

庸
子（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

竹
内
ツ
ナ
子（
緑　

町
）

交
通
安
全
対
策
部
会

　
　

部　

長　

◦
石
本　

幸　

（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

三
田　

清　

（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　

＊
牧
野　

一
夫（
通
宿
東
）

広
報
部
会

　
　

部　

長　
　

勝
見　

眞
久（
旭
町
西
）

　
　

副
部
長　
　

岩
下　

勝
彦（
旭
町
南
）

　
　

副
部
長　
　

大
阿
久
憲
一（
大
聖
寺
）

施
設
管
理
運
営
事
業
部

　
　

部　

長　
　

大
江　

順
子（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

柿
沼　

俊
明（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　

＊
覚
本
ひ
ろ
子（
駅　

東
）

本
部
事
務
局

　
　

局　

長　
　

木
村　

和
子
（
緑　

町
）

　
　

会　

計　
　

橋
本　

明
美
（
駅　

東
）

　
　

庶　

務　
　

小
仁
所
一
恵
（
旭
町
南
）

　
　

庶　

務　
　

飯
田　

千
冬
（
旭
町
南
）

　
　

庶　

務　

＊
古
田　

正
一
（
旭
町
南
）

　
　

庶　

務　
　

山
口　

寬
昌
（
旭
町
南
）

左から　入内澤滋夫　栃木県コミュニティ協会会長
　　　　澤口　茂利　あさひコミュニティ推進協議会会長
　　　　山口　寛昌　前あさひコミュニティ推進協議会事務局長
　　　　野原恵美子　栃木県県民生活部長

　

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
は

去
る
２
０
２
２
年
５
月
23
日
（
月
）
に
開

催
さ
れ
た
栃
木
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
総

会
に
お
い
て
１
９
９
４
年
・
２
０
１
３
年

に
続
い
て
３
度
目
の
県
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
だ
け
で
な
く
、
小
山
市
小
山
城

南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
施
設
管
理
業
務
に

加
え
て
、
自
主
講
座
に
よ
る
市
民
向
け
講

座
を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
全
般
を
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
協
議
会
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
諸
先
輩
方
の
ご
努
力
と
地
域
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
様
々

の
行
動
制
限
を
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ
き
役

員
・
従
業
員
一
同
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
本
部
事
務
局
長
　
木
村
　
和
子

　

個
人
表
彰
の
部
で
は
、
今
年
度
は
山
口

寬
昌
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
氏
は
「
ゆ
め
ま
ち
」
が
指
定
管
理

者
と
し
て
運
営
を
始
め
た
際
に
、
初
動
体

制
の
確
立
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
功
労
者
（
団
体
表
彰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

栃
木
県
知
事
表
彰

令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
功
労
者
（
個
人
表
彰
）

　

  

栃
木
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
会
長
表
彰

表
彰
式
に
つ
い
て

あ
さ
ひ

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

あ
さ
ひ

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
編集責任者

あさひコミュニティ
推 進 協 議 会
発行責任者
澤 口 茂 利
編集責任者
勝 見 眞 久

ゆめまちの
ホームページは

で検索してください

「ゆめまち　小山」



あ さ ひ コ ミ ュ ニ テ ィ だ よ り令 和 ４ 年 ９ 月 １ 日 発 行

【本館】小山城南市民交流センター� 令和４年４月１日現在

曜 週 時間 名　　　　　称 内　　　　　容

月

1,2,3 朝 いきいきピンポンクラブ 卓球
1,2,3,4 朝 ヨガの集い ヨガ
1,2,3,4 朝 パッチワーク パッチワーク作品作り
1,2,3,4 朝 楽しいメロディー会 ハーモニカ
1,3 朝，昼 茶道愛好会 表千家茶道
1,2,3,4 昼 レクダンスひまわり レクリエーションダンス
1,2,3,4 昼 なでしこダンスサークル 社交ダンス

火

月3回 朝 よさこいみやび会 よさこいおどり
月3回 朝 ドリームス ピラティス 
月3回 朝 L友会 Ｌ球卓球
1,2,3,4 朝 円 ヨーガ ストレッチ ヨーガ ストレッチ
1,2,4 昼 女子卓球愛好会 卓球 (女子)
1,2,3,4 昼 (火) カラオケ カラオケ

水

1,2,3,4 朝 いきいきふれあい城南 市より委託の高齢者用事業
1,3 朝 琴の音シルク 大正琴
1,3 朝 オカリナの集い オカリナ
1,2,3,4 朝 レモン（体操） 組み体操 要の操法 等
2,3,4 昼 すみれ会 卓球 (女子)
1,3 昼 囲碁水曜会 囲碁対局
1,2,3 夜 パカラナ フラダンス

木

1,3,4 朝 木曜卓球クラブ 卓球
1,2,3,4 朝 ぽっぽくらぶ 親子エアロビクス
4 昼 城南手打ちそばの会 蕎麦打ち
1,3 朝 ピアノの集い ピアノ
2,4 朝 歌声サロン 合唱
1,2,3,4 朝 おもいがわ（体操） 背骨中心に骨格を矯正
2,4 昼 スマイル卓球 卓球
1,2,3,4 昼 スポーツ吹矢同好会 スポーツ吹矢
1,2,3,4 昼 ナツメロ合唱サロン なつめろ合唱
1,2,3,4 昼 木曜カラオケ カラオケ
2,4 夜 リズム体操 ソフトエアロビクス

金

2,3,4 朝 Ｌ球卓球愛好会 Ｌ球卓球
2,4 朝 子育て支援「うさぎっこ」 市より委託の幼児用事業
2,4 朝

ハープ＆ハーツ 大正琴
3 朝
1,2,3,4 朝 セキレイ（体操） 治癒力を高める体操
2,3,4 昼 仲よしピンポン 卓球
1,2,3,4 昼 ウィラブダンス 社交ダンス
1,3 昼 ニコニコタンポポオカリナ倶楽部 オカリナ
1,2,3,4 昼 ライフ 軽い体操 ストレッチ
1,2,3 夜 ポトスクラブ 卓球

土

1,3,4 朝 土曜卓球クラブ 卓球
1,3 朝，昼 ピアノサロン ピアノ練習
1 昼 城南手打ちそばの会 蕎麦うち
3 朝，昼 広游木版画会 版画
1,3,4 昼 楽卓クラブ 卓球
1,3 夜 武心塾 空手

【分館】駅東公園内
曜 週 時間 名　　　　　称 内　　　　　容

月
1,2,3,4 朝 さくら会 ストレッチ
1,2,3,4 昼 仲よし卓球 卓球

水
1,2,3,4 朝 ポッポの会 Ｌ球卓球
1,2,3,4 昼 ピンポンスクール 卓球

活
動
内
容
は
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
２
８
５（
27
）９
９
３
５

毎日 
9時〜 21時

2022年度　自主講座一覧表
当館が委嘱している「どなたでも入れる講座」です。

　

「
令
和
４
年
度
活
動
計
画
」
は

　
　

７
月　

視
察
研
修
会

　
　

11
月　

天
体
観
測（
市
民
向
け
事
業
）

　
　

３
月　

城
南
公
園
清
掃　

で
す
。

　

７
月
視
察
研
修
会
は
恒
例
行
事
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
２
年
連
続
中
止
し
て
い

ま
し
た
。
今
年
は
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
中
で
３
年
ぶ
り
に
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

対
策
事
項
は

　

＊
視
察
地
は
、
県
外
を
や
め
て
県
内
で

　

＊
参
加
人
数
を
縮
小
し
て
「
３
密
」
を
回
避

　

＊
車
内
・
車
外
で
の
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底　
　

　

＊
手
指
消
毒
の
徹
底　

等

　

７
月
５
日
（
火
）
参
加
者
25
名
に
て
視

察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
環
境
の
変
化
を
強
い

ら
れ
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
日
常
か
ら
歴

史
の
中
に
身
を
置
い
て
気
分
を
新
た
に
し

て
も
ら
お
う
と
世
界
遺
産
の
社
寺
「
日
光

東
照
宮
」
の
観
覧
と
「
日
光
花
い
ち
も
ん

め
」
の
花
々
の
鑑
賞
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

＊
「
日
光
東
照
宮
」
で
は
、
専
門
の
方

の
案
内
で
東
照
宮
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
「
三

仏
堂
（
千
手
観
音
・
阿
弥
陀
如
来
・
馬
頭

観
音
）」「
三
猿
」「
陽
明
門
」「
眠
り
猫
」「
本

地
蔵
（
鳴
龍
）」
を
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
建
物
や
彫
刻
の
謂
わ
れ
等
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
普

通
に
見
学
し
て
い
て
は
見
落
と
し
て
し
ま

い
そ
う
な
事
な
ど
数
多
く
教
え
て
い
た
だ

き
、
歴
史
認
識
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、

当
時
の
宮
大
工
の
技
術
の
高
さ
に
感
嘆
し

ま
し
た
。

　

＊
「
日
光
花
い
ち
も
ん
め
」
で
は

２
０
０
種
類
も
の
色
と
り
ど
り
で
形
も

様
々
の
ベ
ゴ
ニ
ア
が
天
井
か
ら
降
り
注
ぎ

圧
巻
で
し
た
。
い
い
香
り
に
癒
や
さ
れ
、

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
部
長
　
廣
澤
　
克
則

　　　　

教
養
・
文
化
部
会

体
育
社
会
部
会

広 

報 

部 

会

生
活
環
境
部
会

施
設
管
理
運
営
事
業
部

交
通
安
全
対
策
部
会

総
　
務
　
部
　
会

　

体
育
社
会
部
は
、
皆
様
の
健
康
と
生
き

が
い
作
り
と
仲
間
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
次
の
様
な
活
動
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

＊
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室

　
　

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

時
間　

毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
短
い
時
間
で
全
身
の
関

節
と
筋
肉
の
約
70
％
を
動
か
す
運
動
で
す
。

　

正
し
い
運
動
を
理
解
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
な
る
の
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　

＊
輪
投
げ
大
会

　
　

令
和
4
年
３
月
13
日
（
日
）

　
　

城
南
公
園　

参
加
者　

大
人
21
名　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

子
供
15
名

　
　

大
人
の
部　

優　

勝　

松
本　

和
彦

　
　
　
　
　
　
　

２　

位　

清
水　

宏

　
　

子
供
の
部　

優　

勝　

松
本
麻
衣
子

　
　
　
　
　
　
　

２　

位　

佐
藤　

康
太

　

＊
卓
球
大
会

　
　

令
和
４
年
７
月
10
日
（
日
）

　
　

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　

自
主
講
座
卓
球
教
室
の
交
流
会
と
し
て

　

開
催
。

　

参
加
団
体
は

　

「
楽
卓
ク
ラ
ブ
」「
ポ
ト
ス
ク
ラ
ブ
」

　

「
え
き
ひ
が
し
ク
ラ
ブ
」「
ポ
ッ
ポ
の
会
」

　

「
い
き
い
き
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
」

　

「
Ｌ
友
会
」
で
参
加
人
員
は
25
名

　
　
　
　
　
　
　

優　

勝　

木
村　

利
行

　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

増
山
ひ
さ
の

　
　
　
　
　
　
　

３　

位　

名
淵　

元
延

今
後
の
計
画

　

◎
第
９
回
輪
投
げ
大
会

　
　

令
和
４
年
８
月
７
日
（
日
）

　
　

場
所　

城
南
公
園

　
　
　
　
　
　

小
学
生
以
上
参
加
可

　

◎
第
21
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

令
和
４
年
９
月
11
日
（
日
）

　
　

場
所　

城
南
公
園

　

◎
第
５
回
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　

令
和
４
年
12
月
４
日

　
　

場
所　

城
南
公
園　

城
南
公
園
内
約

　
　

３
８
０
メ
ー
ト
ル
を
１
周
か
ら
４
周

　
　

走
り
ま
す
。

　
　

是
非
と
も
参
加
し
て
い
い
汗
を
流
し

　
　

て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

部
長
　
江
原
　
輝
雄

　

令
和
４
年
度
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
も
ず

い
分
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
従

来
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

教
養
文
化
部
で
は
、
安
全
に
留
意
し
な

が
ら
、
左
記
の
事
業
を
計
画
し
、
皆
様
に

少
し
で
も
明
る
い
生
活
を
取
り
戻
し
て
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

◎
７
月
24
日
（
日
）
藍
染
体
験
教
室

　

◎
９
月
10
日
（
土
）
和
菓
子
作
り
体
験
教
室

　

◎
11
月
27
日
（
日
）
リ
ー
ス
作
り
講
座

　

市
民
向
け
事
業
と
し
て
次
の
２
講
座
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

◎
９
月
３
日
（
土
）
写
経
体
験
講
座

　

◎
12
月
18
日
（
日
）
茶
道
体
験
講
座

　

昨
年
度
計
画
し
、
延
期
や
中
止
と
な
っ

た
講
座
の
復
活
を
含
め
、
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

部
長
　
田
中
　
瑞
恵

　

生
活
環
境
部
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
環

境
も
あ
り
人
数
制
限
等
、
色
々
あ
る
中
で

昨
年
度
は
「
草
花
の
寄
せ
植
え
」
と
「
味

噌
造
り
教
室
」
し
か
活
動
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

な
か
で
も
「
草
花
の
寄
せ
植
え
」
は
講

師
の
方
の
ご
都
合
で
不
在
に
な
っ
て
し
ま

い
、
ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
大
変
申

し
訳
な
い
思
い
で
お
り
ま
す
。

今
後
の
計
画

　

◎
９
月　

そ
ば
打
ち
教
室

　

◎
11
月　

キ
ム
チ
作
り

　

◎
１
月　

お
菓
子
作
り

　

◎
２
月　

手
作
り
味
噌
教
室

　

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
状
況
に
よ
っ

て
は
内
容
が
中
止
に
な
る
事
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
感
染
対
策
を
充
分
に
配
慮

し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　

部
長
　
渡
辺
　
久
美
子

　
交
通
安
全
対
策
部
会
で
は
、
主
と
し
て

高
齢
者
の
安
全
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
こ
２
〜
３
年
テ
レ
ビ
で
は
、
車
の
無

理
な
幅
寄
せ
や
割
り
込
み
の
ニ
ュ
ー
ス
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。道
路
交
通
法
で
は「
自

動
車
免
許
を
受
け
て
い
る
人
で
70
歳
以
上

の
人
は
、
加
齢
に
伴
っ
て
生
じ
る
身
体
機

能
の
低
下
が
自
動
車
の
運
転
に
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
時
は
、
普
通
自
動
車
の

前
面
と
後
面
の
両
方
に
、
高
齢
者
マ
ー
ク

を
つ
け
て
運
転
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
あ
り
、
高
齢
者

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
す
る
と
き
は
、
高

齢
者
マ
ー
ク
を
つ
け
る
努
力
を
す
べ
き
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、周
囲
の
運
転
者
は「
高
齢
者
マ
ー

ク
を
付
け
て
い
る
車
に
対
し
て
、
危
険
防

止
の
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

幅
寄
せ
や
、
割
り
込
み
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
会
と
し
て
は
、
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
年
間
中
止
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
地

域
住
民
の
皆
様
が
、
加
害
者
、
被
害
者
と

な
ら
な
い
よ
う
、
今
年
度
も
シ
ル
バ
ー
講

習
会
を
２
回
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
も
小
山
警
察
署
８
月
17
日
（
水
）

小
山
市
役
所
市
民
生
活
安
心
課
９
月
14
日

（
水
）
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
講
習
で
す

か
ら
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
部
長
　
石
本
　
幸

　

こ
こ
２
〜
３
年
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
「
ゆ
め
ま

ち
ま
つ
り
」
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
各
部

会
が
予
定
し
て
い
た
、
多
数
の
方
が
集
ま

る
行
事
が
延
期
や
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た

り
し
て
、
満
足
な
活
動
が
出
来
て
い
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ

り
」
も
記
事
が
集
ま
ら
ず
、
時
々
発
行
を

中
断
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
久
し
ぶ
り
に
「
対
面
」
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

　

早
く
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
て
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
折
に
は
、
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　

　
　
　
　
　
部
長
　
勝
見
　
眞
久

　

当
事
業
部
は
当
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

の
実
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
4

月
で
開
館
10
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す

が
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
実
施
し
な
が
ら

運
営
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
も
増
加
し
、
感
染
者
数
も
減
少
傾

向
に
あ
り
政
府
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
解

除
を
受
け
、
昨
年
の
11
月
か
ら
ロ
ビ
ー
と

プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
使
用
を
感
染
防
止
を
考

慮
し
な
が
ら
再
開
し
ま
し
た
。
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、机
の
使
用
は
１
人
掛
け
と
し
、

集
団
で
の
使
用
、
ま
た
長
時
間
の
使
用
は

禁
止
と
し
、
入
館
時
に
氏
名
・
連
絡
先
・

体
温
を
記
入
し
た
受
付
票
の
提
出
を
義
務

付
け
ま
し
た
。
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
も

増
え
、
ま
だ
ま
だ
安
全
と
は
言
え
な
い
現

状
な
の
で
利
用
者
の
皆
様
に
は
今
後
も
感

染
防
止
対
策
へ
の
協
力
を
継
続
し
て
お
願

い
し
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
も
気
を
緩

め
る
事
な
く
対
処
し
て
参
り
ま
す
。
一
日

も
早
く
安
心
し
て
当
館
を
利
用
で
き
る
日

常
に
戻
れ
る
よ
う
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
部
長
　
大
江
　
順
子

　
記
事
募
集
時
期
が
７
月
上
旬
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
だ
よ
り
発
行
時
期
と
異
な
り
ま
す

の
で
、
記
事
内
容
に
若
干
相
違
が
生
じ
て

い
る
こ
と
を
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

総務部　研修旅行　日光

　
編
　
集
　
後
　
記

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
安
全
で
安
心
な
地
域
作
り
を
目
指
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
安
全
で
安
心
な
地
域
作
り
を
目
指
し
ま
す

部
会
活
動
報
告


